
福山地方卸売市場再整備計画概要 【別紙ー２】

１．市場再整備 ゾーニング概要

 市場機能エリアと外部事業者誘致エリアに分け、営業を継続しながらの現地建替え計画とする
 外部事業者誘致エリアの配置は、市場機能との親和性を狙い、整備敷地内中央への配置とする
 誘致エリアの施設は、４階建ての物流センターとし、市場機能の補完を可能にする施設計画とする
 市場機能の施設整備は、開設者による自主整備を基本とし、平屋ベースのローコスト計画とする

２．再整備基本プラン（事業スキーム）
 市場機能エリアの整備の事業主体者は、「（新）開設会社」による自主整備とする
 （新）開設会社については、「現開設会社」、「青果資産管理会社」、「水産資産管
理会社」の３社合併の組織を、新規に組成する方向で検討を進めている

 外部事業者誘致エリアの事業主体者は、「福山通運株式会社」を優先交渉権者とし、
今後、具体的な施設計画について、協議を進めていく

 外部事業者誘致エリア施設整備については、①（市場関係者向け）量販店向けのセン
ター機能＋冷蔵・冷凍倉庫機能、②（福山通運収益重視向け）倉庫＋センター機能、
の２種を軸とした計画で検討を進めていく

【図表-1】福山地方卸売市場（現状航空写真）

【図表-４】再整備基本プラン（スキームイメージ）

３．その他（市場機能エリアの整備概要）

 卸売場、保管庫、配送センター、加工場、等の市場機能の閉鎖型・定温化を進め、
コールドチェーン機能を強化し、品質の確保と衛生管理の徹底を図る

 入荷から出荷までの動線を徹底的に見直し、卸売場/仲卸売場/場内事業者のセン
ター・加工場/外部事業者の整備施設（量販向けセンター＋冷蔵・冷凍保管庫）の相
互連携、売買参加者の買付け動線、について明確で効率的な運用を図る

 関連店舗群をロードサイドに配置し、市場との動線を分けることで、一般来場客の安
全な来訪を可能にし、新規店舗の誘致も含め、賑わい機能を強化する

【図表-３】再整備後のゾーニングイメージ（※現時点での想定）

【図表-2】誘致エリア施設イメージ


	スライド番号 1

